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【緒言】 

表面や薄膜の分子構造を調べるために FT-IR（フーリエ変換型の赤外分光光度計）を活用した例

を、測定で得られる吸収・反射スペクトルの詳細とともに示す。一般に赤外分光法は、試料準備

に手間がかかる場合や、得られるスペクトルの解釈も面倒なケースがあり、分子構造の詳細な情

報を与えるにもかかわらず、利用しづらい印象があるかもしれない。本講演では、表面に露出し

た単分子層の変化を非接触で追跡できる外部反射（ER）法で調べた例を中心に伝える。 

【方法】 

観測したい試料表面に固体を接触させる全反射吸収（ATR）法とは異なり、ER法では赤外光を

空気側から入射させ、平らな試料表面からの正反射光を観測する。試料表面に触れずに済むので、

有機薄膜が生成する過程の情報が得られる。 

双極子モーメント変化の方向と赤外線の電場ベクトルの方向がそろうと吸収がおきやすくなる。

そのため、反射面の分子構造に異方性がある場合、入射させる赤外線の電場ベクトル（偏光）と

測定対象面への入射角度を制御することで、試料表面の分子配向を定量的に議論できる。１） 

試料を形成する物質によって、観測される赤外スペクトルが異なる。透過法で得られる吸収ス

ペクトルとほぼ同様な場合（赤外反射吸収法）と、歪んだピークを与える反射スペクトルの場合

（赤外外部反射法）である。詳細は当日解説する予定である。 

【結果と考察】 

真空中で清浄を維持した金、銀、銅の特定の結晶面を、長鎖炭化水素が覆う過程を赤外反射吸

収法で調べた例を示す。金属原子の配列とメチレン基の配向の関係、吸着量増加に伴う分子の凝

集状態の変化、などについて知見が得られた。２） 

次に、室温付近に凝固点をもつアルカン液体の表面固化過程を赤外外部反射法で調べた例を述

べる。回転相を含む秩序構造の形成過程について議論されている。３） 

さらに、気-液界面（大気中での水表面）に、2 本の長鎖炭化水素を疎水基としてもつ両親媒性

分子を展開し、その凝集過程を調べた例を取り上げる。2次元面内での分子密度を高くする手法 2

種類、圧縮法と滴下法で違いが観測された。疎水基の配向から考察されている。４） 

上記の他、半導体基板上の有機薄膜の例なども示す予定である。 
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